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構造体の内部から注入をスタートさせ､低圧力
により微細部まで接合させる注入工法
内圧充填接合補強

ＩＰＨ工法とは？

2



ＩＰＨ工法の活用実例

 ①ＪＲ高架橋（梁・床版）

 ③土留め擁壁 ②橋梁

梁

梁

床版 床版：亀甲状のひび割れ

梁底：鉄筋露出

塗装を撤去⇒ひび割れ露呈

ひび割れ

錆汁

ひび割れ

ＩＰＨ工法が活用された、補修・補強工事の一例です
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① ＪＲ高架橋

ＩＰＨ工法 施工事例①

①-1 サンディング後劣化状況の確認 ①－2 断面修復

①-3 穿孔→台座取付→注入 ①-4 保護ライニング後完了
4



② 橋梁（広島県）

ＩＰＨ工法 施工事例②

②-1 着工前 劣化状況の確認 ②-2 断面修復部

②-3 穿孔→台座取付→断面修復注入 ②-4 保護ライニング後完了
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③ 土留め擁壁

ＩＰＨ工法 施工事例③

③-1 サンディング 劣化状況の確認 ③-2マーキング→穿孔

③-3 台座取付→ひび割れ注入 ③-4 保護ライニング後完了
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ＩＰＨ工法（内圧充填接合補強）

社会基盤施設のライフサイクルコスト低減に必要な工法として、日本建築学

会及びコンクリート工学会(ＪＣＩ)に論文を発表し技術評価を受けている

● 国土交通省新技術ＮＥＴＩＳに登録

2007年に登録され、2012年に優位性が認められＶ認定を受けた

● 土木学会技術評価認定を受けた唯一の注入工法

(土木学会 技術評価 第００２０号)

● 発明の名称｢コンクリート構造物への注入充填材の注入方法，及び注入方法

に使用する注入器」として特許が確定 [特許 第５０７４１１８号]

● 発明の名称｢コンクリート構造物への注入充填材の注入方法及びその注入

器」として特許が確定 [特許 第５９４１５８５号]

● 東京都新技術データベースに登録掲載 （登録番号 １５０１０１２)

● 広島県長寿命化技術活用制度に登録掲載 （区分３推奨技術）
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【ＩＰＨ工法の特長】

1. 空気と樹脂の置換

2. 高密度充填

3. 強度回復・耐久性向上

4. 鉄筋防錆・中性化抑制

5. 経済性の向上・環境対策
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Ｑ. どういうしくみで置換できるのか？

特長１-1 空気と樹脂の置換

注入開始前
（カプセル取付直後）

注入開始時
（→空気 / ←樹脂）

注入完了後
（加圧硬化養生）

樹脂を注入した際、コンクリート内部にあ
る空気をカプセルを通じ、筒状に抜くこと
ができる。

鉄
筋

鉄
筋

Ａ. 注入器のジャバラキャップのスリット部から、注入開始時に
コンクリート内部の空気を抜き取り、樹脂と安定的に置換する。
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東京工業大学 抜取コア

穿孔した筒状の穴がひび割れをとらえ、コンクリート内部奥深く
まで空気と樹脂を置換していることが確認できる。

「0.01ｍｍ幅の微細な箇所」への注入が確認されている。

穿孔部

注入

 抜き取りコア 置換状況確認

特長1-2 空気と樹脂の置換
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特長2-1 高密度充填

９３ｃｍ

 ＪＲ高架橋 抜き取りコア充填確認 片面注入

5.4ｍ

1.5ｍ

93ｃｍ

93cm角の柱に注入し、反対面の端部まで充填確認
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穿孔部
注入位置



特長3-1 強度回復・耐久性向上

いずれの試験体も耐力が増大したことを実証

AB-1（補修なし梁）

AB-1ＲＥ（ＩＰＨ補修梁）

最大耐力 155ｋＮ

最大耐力 241ｋＮ

1.5倍

AC-1（補修なし柱）

AＣ-1ＲＥ（ＩＰＨ補修柱）

最大耐力 309ｋＮ

最大耐力 426ｋＮ

1.4倍

平成26年度実験 平成27年度実験

載荷実験装置

広島工業大学 実構造物での注入実験により、部材の強度回復を確認

せん断破壊

Ｑ. なぜ強度が回復できるのか？

Ａ. 高密度に微細な空隙にまで、コンクリートの圧縮強度及び
鉄筋との付着力回復により、部材強度が回復する
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特長3-2 強度回復・耐久性向上

岐阜大学
注入後の引張試験

樹脂充填部では破断せず、

付着性能を実証

Ｑ. なぜ耐久性が向上するのか？

Ａ. 部材強度が上がるため、構造物全体の耐久性も向上する

断面修復後注入確認実験

既存躯体と補修材の一体化
再剥落防止
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特長4-1 鉄筋防錆・中性化抑制

鉄筋

名古屋大学 注入実験により、鉄筋廻りへの充填を確認

試験体を切断すると鉄筋防錆に有効と実証

鉄筋

Ｑ. なぜ鉄筋防錆ができるのか？

Ａ. 鉄筋沿いの空隙に樹脂が廻り、以降の防錆効果を高める
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特長4-2 鉄筋防錆・中性化抑制

樹脂未注入 樹脂注入

中性深さ確認試験

実際の橋梁補修の抜き取りコア 岐阜大学 ＡＳＲを模した供試体に
注入し、充填範囲を確認

実際の施工現場の抜取コアで中性化の抑制効果も確認

網状に充填がされていることからＡＳＲの抑制効果も期待できると確認

Ｑ. なぜ劣化抑制ができるのか？

Ａ. 微細な空隙に樹脂充填できるので、空気･ガス･水分等の浸入を
防ぎ、劣化や中性化の進行や塩害，ＡＳＲの抑制が期待できる
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特長５ 経済性の向上・環境対策

 斫り作業が不要なため解体殻が減少し、施工費や工期が低減
 低騒音・無粉塵・無振動の専用工具を使用
 注入器ＩＰＨカプセルは転用可能
 道路・鉄道・空港等の供用を妨げない施工が可能
 耐久性向上によるライフサイクルコストの低減

Ｑ. なぜ経済性の向上になるのか？

Ａ. 耐久性の向上により、以後の補修周期を延ばすことが可能

車輌通行可
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ＩＰＨ工法 施工手順（断面修復工法）

サンディング マーキング ＪＰ台座取付

穿孔

鉄筋防錆IPH#300

欠損部補修IPH#600VDRﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ吸塵ｼｽﾃﾑ
17

下地処理
鉄筋防錆
欠損部補修

マーキング
穿孔

台座取付



ＩＰＨ工法 施工手順（断面修復工法）

漏れ止め材塗布IPH#300 表面仕上セラブレンド

ＩＰＨカプセル

加圧養生ジャバラ

カプセル台座撤去

完成
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漏れ止め材
塗布

注入
加圧養生

撤去・清掃
表面仕上
完成
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２．品質管理について
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＜品質管理＞
①微破壊試験・・・コンクリートコア採取

１．樹脂充填状況確認 ２．コンクリート強度確認

②非破壊試験・・・超音波,弾性波,テストハンマー

１．内部欠陥状況確認 ２．コンクリート強度確認
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３．施工事例について
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3-1 施工事例写真

浄化センター漏水部補修工事

24



25

施工前 IPH施工



浄化センター漏水部補修工事
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非破壊試験



3-2 施工事例写真

橋梁補修工事
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橋梁補修工事
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橋梁補修工事 非破壊試験（AEトモグラフィ）
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非破壊試験

事前調査結果 IPH施工後調査結果



3-3 施工事例写真

用排水路補修工事
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西里１号用排水路修繕工事
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施工前



西里１号用排水路修繕工事
IPH施工
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西里１号用排水路修繕工事

事前調査 事後調査
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IPH施工



西里１号用排水路修繕工事

事前調査 事後調査
34

IPH施工



西里１号用排水路修繕工事
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完成



3-4 その他 施工事例
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１．空港エプロン補修工事

２．送水管架台補修工事

後埋モルタル損傷状況
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３．立体駐車場土間補修工事

４．トンネル側壁補修工事
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５．水路耐震補強工事

６．水路補修工事

着工前 完了
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７．工場土間補修工事

８．擁壁補修工事
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９．重力式擁壁補修工事

１０．床版（打ち継目）補修工事

品質管理 コア採取（60cm）
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１１．タイル補修工事

１２．排水センター補修工事
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１３．改修工事

１４．橋梁補修工事
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１６．高架橋ひび割れ対策工事

１５．橋梁補修工事
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１８．橋梁補修工事

１７．橋台修繕工事
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２０．橋梁修繕工事

１９．落石防護壁修繕工事
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２２．火葬場煙突補修

２１．擁壁補修工事
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２４．ため池補修工事

２３．水槽補修工事
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２５．高架橋補修工事

２６．鉄塔基礎補修工事
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２７．橋梁修繕工事

２８．塀のひび割れ補修
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２９．漏水対策工事

３０．橋梁補修工事
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３１．橋梁補修工事

３２．トンネル補修工事
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３３．水管橋耐震化対策建設工事

３４．海洋ドック排水ポンプ架台補修工事

※現場説明事項記載
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３５．柱補修工事

３６．壁補修工事

54



３８．柱補修工事

３７．擁壁補修工事
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３９．擁壁補修工事

４０．床補修工事
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４４．壁補修工事

４３．架台補修工事
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